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　　白﨑　愛里・石田　陽彦・川崎　圭三
関西大学社会的信頼システム創生センター　湯浅　　龍
要約
　近年、早期からの自殺予防への取り組みの必要性が重要視されている。しかし、その
取り組みのほとんどは義務教育課程において、座学で人の命の大切さについて教えるこ
とであり、子どもたち自らが生き生きとした体験を通して実践的に学べるものではない。
そこで本稿では、奈良県の自殺対策事業のモデル地区である下北山村で早期予防という
観点から、学童期にあたる子どもたちを対象として行われた自殺対策事業について報告
する。
キーワード：地域臨床、レジリエンス、自殺対策
Ⅰ．はじめに
目　的
　2012年度発表された自殺総合対策大綱におい
て、自殺予防については、早期からの取り組み
が重要であると述べられている。そのため、奈
良県の自殺対策事業のモデル地区である下北山
村で早期予防という観点から、学童期にあたる
子どもたちを対象とした取り組みのモデルとし
て、寺子屋教室が事業化された。
　下北山村には高校がなく、子どもたちは中学
校を卒業すると必然的に「ふるさと」である村
を離れることになる。彼らは住み慣れた村を離
れた後の生活で、多くの困難や葛藤に対峙しな
ければならないだろう。つらさを感じた時、ふ
と「ふるさと」の山や川、そして友達を思い出
すことができ、そして、そのような困難に打ち
勝つことができたらよいのではないだろうか。
本事業はそのようなレジリエンス（困難に打ち
勝つこころのしなやかさ）を養うことを目的と
している。
　また、本事業は村の外部の人間がスタッフと
して参加している。スタッフと関わりを持つこ
とで、子どもたちにとって新たな人間関係を築
くための練習の場となり、固定化された今まで
の人間関係を改めて考える機会となる。村の案
内や、村をテーマに取り上げた活動を行うこと
で、彼らがいくつになってもふり返ることので
きる記憶の中に楽しい思い出に包まれた「ここ
ろのふるさと」を築くことができるだろう。
寺子屋事業での目標
　・ 生活習慣を乱さない
　・ 新たな人間関係の構築
　・ 本事業期間中だけで終わる体験ではなく、
その後に活きる5日間にする
　・ さまざまな成功体験を通して、レジリエン
スを養う
　・ 村から離れた後も、機会があるごとに積極
的に帰ることのできる居場所を作る
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　・ 心の中に「ふるさと」を（成人して困難な
状況に出会った時に、幼いころの故郷での
楽しい思い出を思い起こすことで、一度故
郷に戻り再出発の気持ちを持ってもらえる
ように、との願いである）
　なお、この事業は奈良県自殺対策モデル事業
として下北山村が実施主体となっており、関西
大学社会的信頼システム創生センターが下北山
村からの依頼を受け、下北山村と協議しながら
この事業プログラムを実施している。
Ⅱ．事業について
　本事業は2クール制となっており、第1クー
ルは 2013 年 8 月 5 日㈪～ 8 月 9 日㈮、第 2 ク
ールは 2013 年 8 月 19 日㈪～ 8 月 23 日㈮の日
程で開催された。実施内容については表1を参
照されたい。
　また、本事業への参加対象児童は下北山村村
立の小学校に通う小学生（3年生～ 6年生）で
あった。実際に参加した児童数は、第1クール、
3年生3名（男子：0名・女子：3名）、4年生6
表1　実施内容
第1クール
期間：2013 年 8 月 5 日㈪～ 8月 9日㈮
1日目 2日目 3日目 4日目 5日目
午 前
・開会式
・寺子屋の説明
・アイスブレイク
・学習
・村案内（散歩）
・学習
・ 命ふるさとプロ
グラムの説明
・学習
・ 命ふるさとプロ
グラム（全体シ
ェア）
・学習
・閉会式
・振り返り
午 後
自由遊び（体育館）川遊び1日目
川の流れや水の冷
たさを感じ、川遊
びの楽しさを体験
する。
命ふるさとプログ
ラム（旗作成）
川遊び2日目
川の生き物を発見
するなど様々な体
験をする。
自由遊び
参加児童数 24 名 25 名 27 名 27 名 11 名
備 考
午後から散歩（村
案内）をする予定
であったが雨のた
め自由遊び（体育
館）に変更
学校行事と重なっ
たため参加者減
第2クール
期間：2013 年 8 月 19 日㈪～ 8月 23 日㈮
1日目 2日目 3日目 4日目 5日目
午 前
・開会式
・寺子屋の説明
・アイスブレイク
・ 命ふるさとプロ
グラム
・学習 ・学習 ・学習 ・学習
・地図作成
午 後
命のプログラム
魚とりの仕掛け作
成
自由遊び
川遊び1日目
作成した仕掛けの
設置
川遊び2日目
設置した仕掛けの
回収
村探検
自由遊び
参加児童数 25 名 24 名 26 名 24 名 24 名
備 考
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名（男子：2名・女子：4名）、5年生 8名（男
子：5名・女子：3名）、6年生 10 名（男子：4
名・女子：6名）であり、第2クール、3年生3
名（男子：0名・女子：3名）、4年生 5名（男
子：2 名・女子：3 名）、5 年生 7 名（男子：4
名・女子：3名）、6年生11名（男子：5名・女
子：6名）であった。
　活動はスタッフ1名と子ども5～ 6名で構成
された全5班を基本として行った。
Ⅲ．活動内容について
関係性作り
　5日間のプログラムを通して、スタッフと子
どもたちの関係性がどのように育まれていくか
は非常に重要である。特に各クール1日目の午
前中、子どもたちとスタッフが初めて顔を合わ
せるこの時間を有効に用いることで、その後の
関係性の基盤をしっかりと築き、お互いに安心
できる環境や雰囲気を整えることができるよう
に心がけた。第1クールは、ミニゲームを用い
たアイスブレイクを行い子どもたちとスタッフ
の交流を図った。また、第 2クールでは、第 1
クールに参加した子どもたちが作成した手作り
の旗について、どのようにして作ったのか、誰
がどの部分を作ったのか等を、第1クールに参
加した子どもたちから第2クールのスタッフや
第2クールのみ参加した子どもたちに教えても
らい、子どもたち、スタッフで交流を行った。
作品についてもっと知りたいと感じた点等を子
どもたちに尋ね、子どもがそれらの点について
応えることで、スタッフと子どもたちの間にや
り取りが生まれ、よりスムーズに交流を深める
ことができたと考える。
　また、この旗は村の自然にある物から作られ
た、言わばシンボルであり、この旗を村の外の
人たちに説明することによって自分たちの村に
ついて振り返るきっかけの一つになったと考え
られる。
自由遊び（写真1参照）
　遊びは子どもの発達において重要な意味を持
つ。特に、学童期の遊びは人と人との関係の中
で社会性や創造性を発揮する場であり、以後の
子ども自身の発達や周囲の人間と関係を形成す
る際のモデルとなるものである。そのため寺子
屋事業での遊びでは、そうした子どもの能力を
高めるとともに子どもが自ら考えて動く自主性
を尊重することを意識した関わりを行った。
　遊びの時間では、普段からしている日常的な
遊びであっても、村の外から来たスタッフがそ
の中に入ることで非日常的な遊びへと変化する。
これが新たな関係性を生み出し、既存の集団に
今までに経験したことのない変化や感情をもた
らすと考えられる。また、年齢こそ異なるが、
周りの大人や親と比べると比較的年齢層の近い
スタッフの行動や発言の一つ一つが新鮮かつ良
い刺激となり、子どもたちの柔軟な心をさらに
柔らかくし、よりしなやかなものへと変化させ
ていくと考えられる。下北山村という場所にお
いては、村の外から知らない人間が入ってくる
という機会や経験が少ないため、スタッフが子
どもたちの間に入ることで、それまでの子ども
たちの関係性に変化が生じ、その中で今までに
経験したことのない葛藤や感情を抱く子どもた
ちも出てくる。そういった子どもたちが上手く
その葛藤を乗り越え、自分の感情に目を向けて
いくという経験は、今後、下北山村から外へ出
写真1　自由遊びの様子
関西大学心理臨床カウンセリングルーム紀要　第5号（2014）
― 50―
た時に新たな人間関係を築く力、さらに新しい
環境に馴染んでいく際に生じる葛藤や問題を乗
り越える力となるだろう。現代社会において、
人間関係上のトラブルは非常に多く、自殺の原
因にも人間関係のトラブルが深く関与している
ことが多い。そういった中で、人と人とが関わ
っていく際に生じる葛藤や問題に直面し、そこ
で起こったトラブルを実際に解決したという経
験や、それを解決する方法を身に付けておくこ
とは自殺予防に効果的であると考える。
学習の時間（写真2参照）
　学習の時間においては、子どもたちの集中力
を引き出すことのできるような環境作りを心掛
けた。このような環境の中で、させられる勉強
ではなく、自らの意思によって積極的に取り組
む勉強をするという経験をすることで、今後出
会う困難に対しても自ら課題を設定し、達成す
る力を養うことを目指した。実際に、宿題が終
わると、子どもたち同士で問題を出しあったり、
自身の苦手分野や課題となる単元についてはス
タッフに問題を作成してもらって取り組むとい
う姿が見受けられた。このような、自分に何が
必要であるかを考え実践するという力は生きて
いくために必要な力であり、今後さらに伸ばし
ていきたい力である。
個別相談
　特別に時間や場所を設定するのではなく、寺
子屋事業の活動を通して、専門的立場から子ど
もたちが感じている悩みや居心地の悪さ等を聴
き、その感情に目を向けさせ、共に考えること
を目指した。時には子ども同士の関係性の中に
スタッフが交ざって、時には静かな場所で子ど
もとスタッフが一対一で関わりを持つ。子ども
が身構えず、自然に話しだせる環境づくりに重
点を置いた。問題が生じた時、サポートになる
資源を見つけ、頼ることは生きる上で重要な能
力である。自分の悩みを安心して話すことがで
きるサポーターに出会うこと、誰かに話すこと
で変化が生まれそれが解決の糸口になり得ると
いう体験をすることは、こうした能力を養うと
考えられる。
川活動（写真3参照）
　川や山に囲まれた環境で育ちながら、これら
の自然を利用して遊ぶ子どもは少ないと聞く。
川活動では、子どもたちは飛び込みや魚を追い
かけるといった遊び、川の流れの速さや川底の
滑りやすさといった危険性を生の体験として知
ることができた。そうすることで、ふるさとの
環境がより生々しく、子どもたちの思い出に残
ると考えられる。下北山村ではほとんどの子ど
もたちが高校進学と同時に村を出ることになる
が、外の社会で新たな人間関係を構築し、自己
写真2　学習の様子 写真3　川遊びの様子
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を確立するには様々な困難に出会うことだろう。
その際、心の中に「ふるさと」があることは子
どもたちの大きな支えとなるだろう。目の前の
悩みにのみ囚われるのではなく、子ども時代の
楽しい思い出といった過去を含めた自己を捉え
ることで、過去の自己、現在の自己、将来の自
己を一つの流れの中で見つめることができると
考えられる。ふるさとの自然で思い切り遊んだ
体験は、子どもたちが過去を思い起こすきっか
けの一つとなるだろう。
　また、同じ川活動を2日設けていることで、1
日目に出来なかったことが2日目には出来るよ
うになったり、1日目とは違う遊びを 2日目に
創意工夫して生み出すといった変化や成長を、
子どもたち自身が感じることができた。これら
の体験は子どもたちに達成感をもたらし、発想
力や想像力を養うことにつながり、レジリエン
スが高められると考える。
第1クール命ふるさとプログラム
 （写真 4、5参照）
　命ふるさとプログラムは、自分たちの住む村
の良さや自然の豊かさを改めて肌で感じ、普段
あまり意識していない村の風景や自然、生き物、
そこに住む人々の存在を再認識することで、自
分たちの居場所である「ふるさと」を実感し、
同時に「こころのふるさと」を築いてもらうた
めのプログラムである。まず、スタッフと子ど
もたちが村を散策し、子どもたちが主導となっ
て村の案内をしながら、そこで見つけた草花や
石、葉っぱ、柿の実等を採集した。ここでは、
子どもたちが村を知らないスタッフを見晴らし
の良い、とっておきの場所等に案内することで、
スタッフと共に村のきれいな風景を共有するだ
けでなく、村に対する誇りを抱くことができる。
また、その村案内の際に見た風景や生き物、そ
こで採集した草花を用いて、村のシンボルとも
なり得る旗を子どもたちが思い思いに描いた。
旗は、縦 150cm ×横 110cm の布に、スタッフ
1名と子ども 5～ 6 名で構成された全 5班が自
由に作品を描き、班ごとで完成したものをつな
ぎ合わせることで巨大な旗へと作り上げた。こ
れらの活動は、子どもたち同士の関係性を深め
ること、限られた道具や材料だけを用いること
で育まれる、自由で生き生きとした創造性や柔
軟性を養っていくことにも繋がる。実際に完成
した旗を見てみると、村の豊かな自然や生き物
が採集した草や花、石等を用いて表現されてお
り、絵の具やマジック等さまざまな色を自由に
用いて村の活き活きとした様子が描かれていた。
この旗を完成させた際に、多くの子どもたちが
達成感を味わい、それと同時に寺子屋事業でし
か経験することのできない貴重な思い出を心に
残すことができたのではないだろか。子どもた
ちが自分たちで作り上げた旗を見ることで、村
の自然やそこに息づく命を感じることができ、
写真4　命ふるさとプログラムの様子 写真5　命ふるさとプログラムで完成した作品（旗）
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また、この旗を共に作り上げた仲間の存在も思
い出すことができる。将来、村から出た際に新
たな人間関係を築く時には、孤独感を抱いたり、
現実的に一人になってしまう時間が増える可能
性があるが、そのような時に旗の存在を思い出
すことで、心の中に「ふるさと」を感じ、共に
協力し合った仲間の存在を思い出すことができ
るだろう。これらが孤独感や新たな人間関係を
築く際に生じた問題を乗り越えるための安心感
や支えとなり、自殺予防に効果があると考える。
命のプログラム（第2クール）について
　子どもたちの手で魚を捕る仕掛けを作成し、
実際に川に仕掛けを設置した。実際に生き物を
捕まえることで、今までにやったことのない体
験ができたり、生き物を上手に捕まえるために
はどのようにすれば良いかを自分たちで考える
ことで、物事を創意工夫する力を養うことがで
きる。このように、村にある資源を最大限に活
用したプログラムを行うことで、子どもたちの
心の中により一層強く村での思い出を残すこと
ができたと考える。これにより子どもたちは、
いつでも帰ってくることのできる場所があると
いう安心感を持って将来村から出ていくことが
でき、村の外で悩んだり苦しんだりするような
状況に陥ったとしても、そのような安心感を心
の糧や拠り所として対応していくことが可能と
なる。すなわち、このプログラムは子どもたち
のレジリエンスを高め、自殺早期予防として効
果的であると考えられる。
第2クール村探検（写真6、7参照）
　村探検では、各班に1台カメラを用意し村内
を探検した。村にある子どもたち自慢の場所に
連れて行ってもらい、その場にいた人々と関わ
り、そこから見える風景等を各々が写真に収め
た。子どもたちがスタッフを案内することや見
晴らしのいい場所から村全体を眺めること、カ
メラのレンズを通して村の風景を見ることを通
じて、普段意識することのなかった村の魅力を
改めて感じている様子が伺えた。また、あえて
通ったことない道を歩くことで、子どもたち自
身も初めて見るものや触れるものを見つけ、自
分たちの村についての新たな発見をすることが
できたように思われる。村の風景や友達の写真
を子どもたち自身の手で撮影することで、子ど
もたちの心に友達と過ごした村での楽しい思い
出を残すことができたのではないだろうか。
　それらの写真を模造紙に貼りつけて地図を作
成する活動は、子どもたちの想像力や友達との
触れ合いを育むことができ、さらには自分たち
の村を客観的に眺めて、村の自然の素晴らしさ
を再認識するきっかけとなった。今後、子ども
たちが村を離れ、新たな人間関係で躓いた時に、
仲間と協力して作った地図や写真を思い出し、
心の中に「ふるさと」の存在を感じることがで
写真6　村探検の様子 写真7　村探検で完成した作品（村の地図）
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きるのではないだろうか。
Ⅳ．総　　括
第1クール総括
　寺子屋事業では、スタッフは子どもたちの自
主性、興味関心を尊重し、想像力、発想力が引
き出されるよう、手を加えすぎない見守る姿勢
を重視した。同時に、スタッフが子どもたち全
員に目を行き届かせ、子どもたちが安心して力
を発揮できる安全な空間を作るよう心掛けた。
子どもたちが窮屈を感じず、かといって広すぎ
て不安になることもない、安心できる空間づく
りに努めた。
　村の外部の人間、それも世代の異なる人間が
スタッフとして加わることで、子どもたちの固
定化した人間関係に変化が生じる。それによっ
て子どもたちの中に新たな葛藤や感情が生まれ
ることもあるだろう。子どもたちがそれらを経
験すること、そして乗り越えていくことは村を
出て新たな社会に入っていく時の力になると考
えられる。
　またスタッフは、子どもの力が存分に発揮さ
れるよう子ども同様本気で遊ぶことを心掛けた。
それと同時に心理学を専門とする学生として、
専門性を生かし、発達やコミュニケーション能
力、家族関係、社会性等の視点からも子どもた
ちを見つめ、サポートするよう努めた。
　命ふるさとプログラムでは、子どもたちがス
タッフを通して村の外部の目を知ることで、自
分たちの村を見つめ直し、改めて村の魅力に気
づき、自分のふるさとに誇りを抱くようになる
と考えられる。また、村の自然を凝縮したよう
なシンボル（旗）の作成は、将来、村を出た子
どもたちが、村を思い出すきっかけとなる心の
ふるさとのシンボルを築くことにもつながった
と考える。旗の存在を思い出すことで、心の中
に「ふるさと（＝帰る場所・自分の居場所）」を
感じ、共に協力し合った仲間の存在を思い出す
ことができる。これは困難に出会った際の安心
感や支えとなり、目の前の問題のみに囚われる
のではなく、過去を含めた時間の流れの中で現
在の自己や未来の自己を見つめる視点を与える
だろう。よって、子どもたちの心にふるさとを
根付かせる本プログラムは、自殺対策としての
意義が大きいと考えられる。
　寺子屋事業では、レジリエンスを高める上で
重要な、達成感、発想力、サポートの活用力を
子どもたちから引き出すよう努めた。レジリエ
ンスとは、心のしなやかさ、精神的回復力をい
い、問題に直面した際の対応力である。こうし
た力を子どものうちから養っていくことは、子
どもたちが今後出会うであろう困難を乗り越え
ていく力となり、自殺予防につながる。
第2クール総括
　寺子屋事業では、規則正しく朝起きて勉強し、
午後は自然との触れ合いや体を動かした遊びを
行うといった健康的な生活スタイルがプログラ
ムされているため、日常生活が子どもたちの自
主性に任されがちな夏休みに、より多くの刺激
を与え、子どもたちにとってより充実した時間
を設けることができたと考える。子どもたちは
川遊びや村探検等のプログラムを通して自分た
ちの住む村をより深く知り、村の持つ素晴らし
さやこれまでに気づかなかった点を新たに発見
して、より魅力的に、より誇りに自分たちの村
を感じることができたのではないだろうか。
Ⅴ．考　　察
　これまで村という一つのコミュニティで生活
してきた子どもたちにとって、村の中における
人間関係は固定されたものとなっている。進学
や就職等で村の外へ出て、新たな人間関係を築
きながら自分というものを確立していく過程の
中では、さまざまな困難が生じる可能性は大い
に考えられるが、その際に、自分の生まれ育っ
た「ふるさと」の思い出が子どもたちを支えて
くれると考えられる。寺子屋事業では、命ふる
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さとプログラム、命のプログラム、川遊び、村
探検等の取り組みを通して、自然豊かな村なら
ではの魅力や、他の子どもたちやスタッフと過
ごした思い出等が、子どもたちの心の中に「ふ
るさと」として残ることを目標の一つとしてい
る。「ふるさと」とは子どもたちにとって帰る場
所であり、自分の居場所である。活動は、下北
山村の豊かな大自然を活かしたものであり、ス
タッフと子どもで構成された班を基本とした班
行動をとった。子どもたちは数々の活動を通し
て、多くの挑戦をし、その結果生じる成功体験
と新しく築かれた対人関係によって、心のしな
やかさ、レジリエンスを育むことができたと考
える。また、自分たちの住む村の素晴らしさに
改めて気づき、楽しい体験を友達と共有するこ
とができた。このような体験を日々積み重ねて
いくことは成長した後に困難に遭遇した際の彼
らの心に自殺予防の大きな効果をもたらすので
はないだろうか。そして今回の寺子屋事業のよ
うな取り組みが日々の生活が充実していること
の大切さに気づかせることができたとしたなら、
彼らの「ふるさと」の思い出は「生きる力」を
育んだことになろう。
　もし村の外で困難に直面しても、「ふるさと」
を持っていれば、これまで生きてきた過去を踏
まえた上で自分を振り返ることができ、目の前
の悩みや問題を乗り越え、将来を見据えること
へとつながる。子どもたちに「こころのふるさ
と」を持ってもらうことは、自殺予防として効
果があるのではないだろうか。
　寺子屋事業では、プログラムを通して子ども
たちが多くの挑戦をし、困難に対してどのよう
にすればよいかを自分たちで考え、その結果生
じる成功体験によって、困難や葛藤に打ち勝つ
心の強さやしなやかさ、すなわちレジリエンス
を育むことができる。これらが自殺予防に大き
な効果をもたらすと考える。
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